
株式会社ヤマサユーランド

貸　　借　　対　　照　　表

２０２２年　３月３１日現在

資　　産　　の　　部 負　　債　　の　　部

科　　　　　目 金　　　　　額 科　　　　　目 金　　　　　額

千円　 千円　

　【流　動　資　産】 10,901 　【流　動　負　債】 257,896 

　　現金 及び 預金 6,381 　　買　　掛　　金 7,236 

　　売　　掛　　金 396 　　短　期　借入金 235,916 

　　棚　卸　商　品 2,558 　　未　　払　　金 7,692 

　　未　収　入　金 205 　　未 払 法人税等 71 

　　仮　　払　　金 475 　　未払 消費税 等 2,419 

　　前　　払　　金 883 　　預　　り　　金 2,520 

　【固　定　資　産】 130,728 　　賞　与　引当金 2,040 

　 （有形固定資産） 129,747 　【固　定　負　債】 12,174 

　　建　　　　　物 109,208 　　退職給付引当金 3,545 

　　構　　築　　物 2,850 　役員退職慰労引当金 8,355 

　　建物　付属設備 11,083 　　繰延 税金 負債 273 

　　機　械　設　備 4,306 負 債 の 部 計 270,070 

　　什　器　備　品 2,298 純　資　産　の　部

　 （無形固定資産） 187 千円　

　　ソ フ トウェア 187 　【株　主　資　本】 △128,440 

 （投資その他の資産） 794 　（資　  本　  金） 5,000 

　　前 払 年金費用 794 　（利 益 剰 余 金） △133,440 

　　その他利益剰余金 △133,440 

 繰越利益剰余金 △133,440 

　　（当期純損益） （△31,820）

純 資 産 の 部 計 △128,440 

資 産 の 部 計 141,630 負債・純資産の部計 141,630 

（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示している。  



個 別 注 記 表 

株式会社ヤマサユーランド 

2021 年 4月 1 日から 

2022 年 3月 31 日まで 

 

１．重要な会計方針にかかる事項に関する注記 

（１）資産の評価基準及び評価方法 

たな卸資産の評価は最終仕入原価法による原価法によっている。 

 

（２）固定資産の減価償却の方法 

 有形固定資産の減価償却は、定率法によっている。ただし、1998 年 4 月 1 日以降に取

得した建物（建物附属設備を除く）並びに 2016 年 4月 1 日以降に取得した建物附属設備

及び構築物については、定額法を採用している。 

 無形固定資産の減価償却は、定額法によっている。 

 

（３）引当金の計上基準 

①賞与引当金は、従業員の賞与支給に備えるため、支給見込額の当期負担分を計上してい

る。 

②退職給付引当金は、従業員の退職給付に備えるため、当期末における退職給付債務及び

年金資産の見込額に基づき計上している。 

③役員退職慰労引当金は、役員に対して支給する退職慰労金の支出に備えるため、当期末

における支給見込額を計上している。 

 

（４）その他貸借対照表等作成のための基本となる重要な事項 

消費税等の会計処理は、税抜方式によっている。 

 

２．貸借対照表に関する注記 

有形固定資産の減価償却累計額 61,355 千円 

 

３．税効果会計に関する注記 

繰延税金負債の発生の主な原因 

繰延税金負債 

前払年金費用 

 

４．１株当たり情報に関する注記 

１株当たり純資産額   △256,881 円 86 銭 



１株当たり当期純損失    63,640 円 12 銭 

 

５．その他の注記 

記載金額は千円未満を切り捨てて表示している。 


